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はじめに

本報告書は平成4年8月2日から8月9日までラオス国において実施した

Ⅰ ナムソン地区港叔施設改修農業開発計画

Ⅱ メコン河流域の浮体設備による小規模澄渡計画

に関する海外農業開発事業事前調査の現地調査の結果をとりまとめたものである｡

本調査地域は首都ビエンチアンに近い,メコン河沿岸に開けた平野部を中心として稲作を

主とした農業生産が行われている｡稲作耕作の大部分はかんがい施設を持たず､気象条件

に大きく左右される天水田であるため､干魅被害により生産が安定せず､いまだ国民の主

食である米の自給は達成されていない｡

ラオス国の国家径済は､国民総生産における農業部門の占める割合が約60%であること

からみて､農業部門に大きく依存しており､その径済･社会の発展には罷業基盤の整備を

通じて農業生産の振興と共に作物の多様化を図ることが国家の緊急の課題となっている｡

本調査地区は人口集中化のすすむ首都圏に隣接したビエンチャン県に位置している｡ラ

オス国政府はその潜在的農業生産性の高さに着目し,首都圏における食料供給基地と位置

づけし､本地区を含むビエンチャン平野の農業基盤の整備を進めてきているが､財政難の

問題もあり､これら事業は遅々として進んでいない｡

かかる状況を背景にして､ラオス国政府は1988年4月｢新径済計画+を発表し,

ラオスの国家開発を自由主義諸国の援助にも強く期待する旨を表明している｡本妻件はビ

エンチャン近郊の既存かんがい施設のT)ハビ1)ティションにより､澄渡農業と農地の粧大

を行い､稲の2期作による生産と農家所得の拡大を図るのである｡

､本嘉件は投資に対し事業効果が大きく､特にナムソングムの整備･Iまダム下流地域の洪水
安全対策上からも優先事業地区とされており､早期に実施すべく日本国政肘の協力を強く

要請したいとしているものである｡また浮体施設による澄渡計画はラオス国における主要

河川沿岸部には類似の問題を抱えた地域も多く分布しており,本地区はパイロットプラン

として実施されるにふさわしいと思考される｡

平成4年12月

調査員: 入江 筆法

(株式会社アイ･エヌ･エー)

進藤 澄雄

(内外エn'=7T)ンクー株式会社)

網元 友彦

(三井造船株式会社) )
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1.ニ盈長屋

1.1且盈遺産

(1)位 置

ラオス人民民主共和国は､北緯14o -22o のインドシナ半島中央から北部に位置し､

国土の北部はミャンマ及び中国と,真布はヴェトナムと､南部はカンポジャと,西部

はタイと国境を接した内陸国である｡タイとの国境線の大部分は南縁に位置するメコ

ン河で､ヴェトナムとの国境楳は標高2.000pを越える安南山脈(AYPHOU LOUANG)の分

水嶺で形成されている｡

(2)土地条件

国土の大半は山地に属し､平野は僅かにメコン河左岸に沿ってビエンチャン平野か

ら南部のバクセ平野の間に広がっているに過ぎない｡標高は平野部で海抜100-loom

にあり､山間部lま北部から東部にかけて山脈を形成しており1.000-2.000nである.

国土は南北に長く約1.000knにおよぷが,東西方向では広いところで400ktb､最狭部

では15Oklnにすぎない｡国土の総面積は236.800knf (日本の2/3に相当)である｡

この様な自薦条件のため､萌況の土地利用状況は凄めて粗放的であり､森林地が70

X以上を占め,耕地は国土全体の3.8%(90万ha)に過ぎない｡耕地の大半は雨期作水田

であり､また粗放な焼畑農業も広範囲にわたり営まれている｡

国土の利用状況を示せば義一1のとおりである｡

-1 国土の弔 1988:FLO

土地利用種目 面積(1000ha) 割合(A)

耕地 881 3.7

自然草地 800 3.4

果樹園 20 0.1

焼畑放棄地 3.000 12.7

森林 16.900 71.A

その他 2.079 8.T

計 23,680 100.0

- 1 -



(3)気 候

ラオス国の気候は乾期と雨期のはっきりとした2つの季節に区分される｡すなわち､

乾期は11月から4月の6ヶ月間で他は雨期となる｡いわゆるアジアモンスーン気候

と呼ばれるもので､熱帯圏気候に属している｡しかし､南北におよそ1,000kTB､標高

で100-2.000n の差があるため場所によりかなりの養いがある｡首都ビエンチャンの

平均気温は､ 4月が最も暑く29.3℃､ 12月が最も涼しく22.5℃である｡降雨はビエン

チャン等の平野部で年間1.500¶¶以上にものぼっており､特に雨期には交通網が寸断

されるため全体としてこの国の経済活動にかなりの影響を与えている｡

ビエンチャン観測所における気象状況(1g91)は表-2のとおりである｡

表二_之_+こ呈出幽艶(1 9 9 1)

気 温(co ) 湿 度(%) 降雨(NN) 日射

平均 最低 最高 最低 最高

JAW

FEB

MAIi

AP丑

NAY

JU打

JUL

LUG

SEP

OCT

NOT

DE仁

24.5 19.8

24.3 18.9

28.5 23.5

29.3 2i.7

28.9 25.3

28.5 25.8

27.8 25.3

2T.2 24.8

27.8 24.7

26.7 23.4

24.2 19.5

22.5 18.0

30. 3 45 89

31.3 37 87

34.4 43 86

34. 9 J2 84

33. 6 52 88

31.8 60 91

31.5 63 93

30. 5 68 94

31.6 65 94

35. 5 58 91

29.4 47 89

27.8 46 90

0.0

¢.0

49.3

76.7

250.0

67.3

232.0

313.5

301.0

31.8

0.0

0.0

時間

282.3

247.9

230.6

2J8.6

249.6

124.8

メコン河水位(孤)

最高 最低

1.88 1.31

1.29 0.87

0.8g 0.70

1.82 0.71

2.19 0.88

8.12 1.73

126.1 8.70 5.10

110.3 11.22 6.22

208.8 8.g2 7.55

201.5 8.01 5.20

240.6 5.90 3.20

220.6 / 3.33 2.ll

ラオス国の地方行政組織は16県と1自治市(ビエンチャン市)に区分され,さら

に下部機構として区･分区がある｡各レベルに立法機関の人民評議会と執行機関の行

政委員会がある｡

ラオス国の民族構成はラオ族(タイ系)が約 60%を占める外に､山岳部を中心とし

てミオ､ヌン,赤タイ､黒タイ､カー､ヤオ族等をはじめとして約100の小数民族か

ら成り立っており､国情を複雑なものとしている｡

公用語はラオス語であり､宗教は国民のg5%程度が仏教徒である｡

上記行政組織を基本とした社会･径済状況を以下に示す｡

- 2 -
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(1)人 口

ラオス国の総人口は､約425万人(年現在)で､人口密度はアジアで最も低い18人/k

m'であるo 人口の85%は農村部に住み､都市住民の大部分は､低平地を持っビエンチ

ャン県(首都圏含む) ､サプァナナット県及びチャンバッサク県の3都市に集中して

いる｡ 1985年から1990年の5カ年の年人口増加率は､ 2.9%と高い｡最近の県別人口を､

義一3に示す｡

-3 県別人口(1990-1991 LAO PD定

県名 1990 1991

01.VientianeHun. 464 476

02.Phongsaly 141 145

03.Lual)gJ柑苅t上Ia 119 122

04.OudoTAXay 283 290

05.Bokeo 64 65

06.Luangphrabang 337 346

07.flouaphanh 220 226

08.Xayaburi 185 190

09.Xiengkhuang 181 186

10.Vientiane 305 31S

ll.BolikhaれSay 143 147

12.Xh那川uane 245 251

13.Savannakhet 639 656

14.Saravane 225 231

15.Sekong 57 58

16.ChaTnpaSaCk 453 465

17.Attapeu 79 81

合計 4.140 4.248

F AO統計書によれば､ 1988年における労働人口は280万人(全人口の71.9%)と推

定されており,そのうち農業労働力は135.9万人で､農業従事者の労働人口に占める

割合は 48.5%である｡

- 3 -



(2)径済条件

1987年の貿易収支は､輸出総額 24百万米トーk (輸出品目.･電力,木材及び木材製品

等)に対して､輸入総額89百万米rル(輸入品目:車両､燃料､セメント等)で65百

万米rルの輸入超過となっているo入超傾向は年々綻大される傾向にあるo

当り国民総生産(GNP)は180米rルと低く､後発開発途上国に位置しているo

-4 ドル

年度 1977 19T8 1979 1985 1986 1987 1990

接突
10 12 35 18 14 24 49

59 76 94 65 70 89 124

-5 -人当り国民総生産(G野p)め

年度 1978 1984 1987 1988

GNP 86 260 156 180

:米ドル

ラオス国の1991年の産業生産(GDP)は以下のとおりである｡

義一6 産業生産比率

産業区分 生産高(百万KIPS) 生産比率(%)

農業 365.211 57.3

工業 113.333 17.8

トt'ス業 158.807 24.9

- 4 -

また.1人



き-7 享輸出()ff

項目l単位11990
1991

電気 百万Eyh SOT 662

木材 1,000n3 34 12

用材 1.000tB3 73 53

合板 1.000枚 641 650

6.1

84

チップ材 1.000n3 241

コーヒ 1.000ton 5.9

シ1サスーク ton 3iO

安息香 ton 366

石膏 1.000ton 50

錫 1.000ton 1 0.4

ー8

項目 単位 1990 1991

電気 百万Eyh 26 35

トラ･7ク A
ロ 317 38

乗用車 台 752 2?6

トラクト A
⊂I 50 162

燃料 1,000ton 134 147

セメント 1.000ton 101 111

秩 1.000ton
.47

56

400

紙 ton 1052

綿糸 ton 150

農地 ∫.000ton 1720 2000

ll

医薬品 1.000USS 208

砂糖 1.000ton ll

自転車 1,000台 27 29

栄 1.000ton 0 26
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1. 3且象盟塁鼓塵

ラオス人民民主共和国の成立(1975)後現在に至るまで､第1次(1978-1985)､第2

吹(1988-199O)5カ年開発計画が策定され､その実施を行ってきているo

財政不足を主とした阻害要因は､基本的に克服されるに至っておらず,

しかしながら､

ラオス国の経

済基盤の脆弱性は依然として解決されていない｡

ラオス国の径済発展を阻害する要因には､

1)不安定な農業生産

2)低い人口密度

3)閉鎖的な国民性

4)社会基盤施設(特に､.運輸･通信施設)の未整備

5)全般的な資金不足

6)基幹要点不足 等があげられている｡

現在ラオス国政府は,これらの要因を打破するための重点施羊として､以下の国土資

源の開発を奨励している｡

①水力資源

②森林資源

③土地資源

⑥ 鉱物資源

;水力発電の潜在力18NY

;開発可能面積300-500万ha､既存童200万m3､産出量17万m3

.･現況農地
80万haに対し耕作可能農地500万ha

;鉄､カリ,錫

1991年は､第3次5ヶ年計画(1991-1995)のスタートする時期であったが､計画径済

の実質的な伸張の鈍化等により第2次5ケ年計画の達成率が低く､ 5ヶ 年計画そのも

のの再検討を強いられているのが現状である｡そのために､ 19gl年度においては第2

次5ヶ年計画において積み残された緊急課題に基づいた単年度実施計画が策定されて

いるにすぎない｡

したがって,第3次5ヶ年計画は現在検討中であり､ 1992年度より実施予定として

いる｡ その内容としては,大幅な自由化政策による工業化の推遡及び農林業基盤の確

立を柱としたものとなると推定される｡

1)開発日榛

① 農作物,木材､木材製品及び鉱工業品の生産拡大を図り､食糧自給を達成すると

共に､これら産品の輸出を操典する｡

② 貿易収支の改善を図り､食料品以外の物品の輸入を削減する｡

③ 径済活動を活発にするため,運輸･通信網を整備する｡

⑥ 産業部門､政府部門の基幹要員を育成する｡
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2)開発方法

① 経済振興策

a.既存施設及び機材の有効利開の奨励

bノj､規模高収益プロジェクトの立案･実施

c.公的支援の拡充による生産活動への刺激

d.農業生産の正大と多角化の奨助

e. 1次産品の効率的利用

② 財政振興策

a.税塀の増大と支出抑制による財政の均衡化

b.輸出促進による国際JR支の改善

③ インフレ抑制策

a.通貨の増大の抑制

b.公的債務の減少

c.国民貯蓄の奨励

d.価格政策及び補助金政策の見直し

堰)経済計画立奏上及び実施上の措置

a.信頼し得る統計機関の設立

b.国内経済計画と外国からの援助計画との調整促進

c.効率の高い事業の選定能力､実施能力及び評価能力の育成

d.行政機関及び国営企業の合理化

e.民間企業の合理化

2.農芸皇藍里長逸

2.1
=盤農産

ラオス国における主な農産物は米､大豆,メイズおよぴコーヒ等があげられるo し

かし､耕地の80%程度は稲作に当てられており､主食偏重型の農業形麿を示している｡

米作はウルチ米の他にモチ米も相当数生産されている｡近年の米の年間生産量は､ 12

o-150万トンであるが､天候にその生産量は強く左右されているo o

米の生産量は徐々に上がっているが,かんがい耕地が全米作の1.7引こすぎず､雨

期作のみの粗放的農業生産が大半を占めているため､現状では飛躍的な生産量の向上

は望めない｡この様な生産形態であるため､現在の米生産量では､国民を扶養するま

でには至っておらず､年々米の輸入量は減少しているものの依然として輸入に頼らざ

る得えない状況にある｡そのため､緊急時に必要な備蓄米すらも維持出来ていない｡
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米以外の作物として､メイズ(48.000け)､芋類(さつまいも＋ヰヤッサ′ヾ) (162,7

4いン)､野菜(60.681トン)､豆類(15,675け)､コーヒ(5,41い･J)等の畑作物が生産されて

はいる｡

しかし政府が目指している食用及び輸出用畑作物の多様化と生産量の増大は遅々と

して進んでいない｡現在､輸出用農産物として栽培されているものはコーヒのみであ

る｡

最近年における作付面積及び作物別生産量の推移を表-9､表- 1 0に示す｡

-9 E3a9ifEjii3i

単位.･ 1.000ha

項目t1990 1991

栄 637.4 556.9

芋類 28.3 16.6

メイズ 36.7 34.2

野菜類 7.1 6.8

大豆 5.1 6.1

インr豆 2.0 3.2

t●-ナ17 6.5 5.6

タバコ ll.7 10.2

棉 6.9 8.0

サけキt' 3.5 2.8

コーヒ 17.1 22.8

慕 0.4 0.4

計 763.1 6T3.7
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ニ⊥雌邑星

単位: 1,000トン

項目 1992 1991

栄 1491.5 1223.4

芋類 218.5 132.1

メイズ 66.6 68.6

野菜頬 53.5 51.2

大豆 4.2 5.5

イ'Jr豆 2.6 2.1

t'-ナナ7. 6.4 5.6

タJ<コ 56.4 45.S

棉 4.9 4.8

サトウ和一 96.4 80.5

コ-ヒ a.2 8.0

慕 1.6 1.T

ニ⊥⊥_主星亜遡旦垂足藍屋月

単位.･ ュton/1ha当り

項目 1990 1991

栄 2.34 2.20

芋類 7.71 7.95

メイズ 1.82 2.01

野菜類 7.47 7.53

大豆 0.82 0.10

わトー豆 1.32 0.65

t●-ナ17 0.98 1.01

タJ<コ 4.84 4.44

棉 0.72 0.59

叫サ枇● 之7.24 28.39

コーヒ
.49

0.33

慕 4.22. i.22
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2_ 2垂.壷_壁土塵.墓

ラオス国におけるかんがい農業は､殆ど行われていないといえる｡しかし､稲作の

一部(稲作面積で1.T%)に港淑の適用が見られるが､位置的には,ビエンチャン周

辺やサバナケ-ト県等の平野部および水便の良い極限られた場所に限定されている｡

しかも､潅概田は過去5年間にほとんど増加しておらず､有効な農業基盤整備が進展

していないものと推察される.したがって､稲作耕地では雨期作が60% ､陸稲が39%

と粗放的営農形態からの脱却を図るに至っていない｡

このような､粗放的･白然的営農形態は焼畑農業を基本としている｡それ故に農業

基盤施設の整備や社会資本の蓄積を国費なものとしており､農民をして含困からの脱

却を阻む大きな要素となっている｡農民の貧困は焼畑地区の無制限な粧大へと繋がり､

ひいては自然環境の破壊､有用天然資源の減少や国土の荒廃を招く結果となる｡

かんがい施設を持たない農業生産は,生産高に対する気候的変動要因が大きく,こ

れがラオス国の経済基盤を脆弱なものにしていると共に農民の貧困や国土の荒廃を助

長しているものと考えられるb

このような農業形態を改善するために､ラオス国政府は澄渡地域の拡韻を重点･緊

急施策としている｡当面の開発目標を,地形等自然条件や財政的な面を考慮して､ ′Jヽ

規模濯淑計画(SSIP)や既存施設の改修計画の実施に焦点を当てている｡

二⊥_蔓_+藍丘生産並塵

単位: 1.000ba

項目. 1990 1991

潅赦田 12.1 13.2

雨期作 392.4 322.8

陸稲 245.0 234.1

計 649.5 570.1

-1 3 稲 ≡彪.塵劇旦収

単位: t'J/ha

項目 1990 1991

潅概臼 2.76 2.61

雨期作 2.84 2.81

陸稲 1.51 1.44

平均 2.37 2.28
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-_I阜一____招雌塵の県別分布(1991

項目

潅赦田 雨期作 陸稲

面罵 1院主 串収 面積 収量 単IR 面積 塀量 単L択

千ba 千トン t/ha 千ba 千け t/ha 千ba 千トン t/ha

OIVientianeNuTL. 6.5 23 3.50 39.0 100 2.57 1.1 1 1.00

02Phongsaly 4.9 14 2.92 26.5 31 1.16

03Luangnantha 0.1 0.3 3.00 2.0 4 2.20 13.2 16 1.20

040udomxay 0.1 0.1 1.04 12.5 44 3.50 34.7 61 1.75

05Bokeo 4.3 14 3.20 4.2 8 1.90

06Luangprabang 0.9 3 2.96 7.9 20 2.50 54.4 72 1.32

07tlouaphanh 0.4 1 1.50 6.8 19 2.76 22.6 36 1.60

08Xayaboury 0.8 2 2.08 9.1 21 2.32 9.1 18 1.93

09Xiengkhouang 13.8 44 3.20 9.5 17 1.80

10Vientiane 1.1 3 2.94 28.3 68 2.40 19.8 20 1.00

llBorikhaTbXay ll.2 22 1.98 10.T 16 1.50

12KhamlWuane 1.2 5 4.00 23.8 46 1.95 1.4 2 1.07

13Savannakhet 2.0 7 3.3g 61.5 156 2.53 7.9 12 1.46

14Saravane 0.1 0.4 2.98 30.3 98 3.23 8.2 13 1.63

15Sekong 1.O 2 1.94 3.7 5 1.30

16Chat叩aSaCk 0.2 1 3.53 58.7 151 2.58 3.6 8 2.20

17Attapeu 0.0 0 7.6 19 2.J8 3.4 3 1.00

2. 3畳監生産艶尾

大部分の土地は,家族単位(1戸当り耕地面領は1.3ha)か小規模な集団単位で径

冒されている｡農業組合は､末端まで雑損されており､ 1981年現在､ 3700の農業組

合があり､全農家の40%が所属している. 1組合は､約40農家で構成され､ 1組合の

耕地面積は､約50haである.

しかし､山岳部を中心に居住するミオ族等の小数民族については､焼畑を行いなが

ら小集団で定住せずに移動するため,ほとんどが生産組紙に属さず伝統的農業により

自給自足体制を取っている｡そのため､有効な営農指導や生産改善技術の定着の枠外

におかれ､農民の貧困の度合は極めて高い｡ラオス国政府は､生産生の向上と国土保

全の観点より､小数民族の定住化促進を緊急詳密として施策の柱としている｡

ー1ユ
ー



2.4u

ラオス国における音産は使役用および自家消費用としての戟点が高く, ｢畜産業+

としての成熟度は極めて低い｡その理由としては,利用可能の耕地は稲作として使用

され給餌用の草地の確保が困難であることや動物性蛋白源として川魚等の捕獲が比較

的簡単であること等にあると推定される｡また､コげンストーミルタが毎年多量に輸入されて

いることからみても酪農業についても見るべきものは殆ど無いといえる｡

二⊥旦_.塞畳屋畳塵丑農

学位:1.¢00頭･羽

項目 1990 1991

水牛 1,072 I.O†l

午 842 867

豚 1.972 1.831

辛 139 111

鶏 T,885 8,629
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3.土卓二_∠ヱ艶区墓藍塵設塵腰農芸腿ヒ南

3.1証直旦盈量

本計画地を含む ビエンチャン県ほラオス国の首都ビエンチャン自治市の北部に隣

接している｡県面積は 約20千krrtであり,中央部にはビエンチャン平野が広がり､

ラオス国最大の穀倉地帯を形成している｡

外縁部は1,000Tn以上の高地が連なり､人口は約31万人(1991年センサス)である

がほとんどは平地部に居住している｡同県は9偶の行政区に区分され､ 803集落に約

47千所帯が生活を行っている｡ほとんどの居住者は農民であり､稲作を中心とした

農業により生計を立てている｡

ビエンチャン平野は首都圏に隣接するという立地条件に恵まれているために,早

くから農業生産が意欲的に行われ､ラオス国における最大の穀倉地帯を形成してき

た｡

しかし､稲作栽培の9割以上が天水による雨期作や､陸稲であるため土地生産性

や労働生産性は低い｡特に乾期には用水不足のため耕作は行われておらず､十分な

農業生産向上を果たし得ず､いまだに米の日給を達成し得■ない状況にある｡

かかる状況に鑑みラオス国政府は､水資源の有効利用と生産性の向上を目指して

ビエンチャン平野における4ダム群(ⅣA肘C汀EⅣG. NAN SOUNG. NA肘EOUN, NA肘封OUN

)かんがい計画を策定した｡

これら4地区の内ナム･ホンダムは完成し､かんがい農業が行われいる｡ナム･

チェン､ナム･ムーンの2地区については､ダムは出来ていない.またナム･ソン

ダムについては1979年にソ連の技術指導の下opECのローン援助により実施に移され

が､工事が途中で中断し､ダム施設の不備,かんがい用水路の未整備などで現在貯

水されている水源も利用されていない状況にある｡

ラオス国政府はナム･ソンダム及びかんがい施設の整備により生産効率の高い農

業と､新規開発地区には,山地部の焼き畑農民の移住計画を推進することに対して

日本政府に技術及び事業資金の協力を強く望んでおり,事業の早急な実施を図りた

いとしている｡

3.2且_.也

本プロジェクトはビエンチャン市の北約40knにある既設ナムソングム及び水路の

補修改良を行い､ビエンチャン県北部の農地に対する濯概用水の確保を図り､同地

域の食糧増産を計るとともに､一部山林の乱伐によって生活の基盤を失った高地住

民の移椿地を確保することを目的としている｡
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3. 3監査塾区旦良基盈旦星差送塵

計画対象面積は約3.000ba (平坦地80%､丘陵地20Ⅹ)であり､雨期の稲作を主体

とした農業を営んでいる｡ 計画地区の概要をまとめれば以下のとおりである｡

計画対象面積

地区標高

年平均雨量

年平均気温

雨期

乾期

関係集落

受益戸数

居住者

土地所有

土地利用

農家径済

主要農産物

:約
3.000ba

:EL 300 - 8007n

l.600 n¶

26 .C

: 4-10月

: ll -

3月

: 忠/NADI B.P770SI B.NANGU

:約 2.000戸

:ラオ族中心

:大半が1ha以下

:平坦部は雨期作用水田､山麓部は林地

:雨期作零細農が多く生産性が低い

:米､もち米､豆類､野菜

主要河川･水源:ナム･ソン川､ナム･ソングム

集落形態 :集散居

基礎インフラ :基幹道路(1路線未舗装) ､電化率10%､給水率0%

上記のように本計画地区はラオ族を中心とした零細農家が多く､これら農家は平

坦部を主として生産拠点とし､伝統的生産様式と作物栽培をしている｡そのためか

んがい施設や農道整備等の生産基盤整備は立ちおくれが甚だしく､労働生産性およ

び土地生産性は共に低く､自家消費用作物の生産が主体となり､特色ある換金作物

の創設もままならず､農家径済!ま困窮である｡また､広大な低平地は雨期作の耕地

として利用されているにすぎず､土地資源が有効に利用されていない｡

3.4証塵旦虫垂

(1)計画の必要性

ナム･ソン地区は豊富な土地資源を有しながら,かんがい･排水施設や農業

基盤施設の不備により農業生産は低迷しているが､建設途中にあるナム･ソン

グム補修と改良また水路網の整備とによって得られる水資源を利用し､米の二

期作はもとより､都市近郊型農業(野菜､果樹)への発展が望まれてれている｡

また､ダム工事が途中で中断しているため､洪水によるダム堤体の安全確保

の面からもダム堤体整備が緊急課題となっている｡
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しかし,資金面での問題により､工事が完了することが出来ず､現在農業省

では日本政府からの技術および資金協力により､本計画の早急な実現を希望し

ているものである｡

(2)現況と問題点

(i)ダム

ナム･ソングムはど土ンチャン市の北約40En､国道13号線の西側に位置する

農業用のダムである｡本ダムは､ソ連が設計し1g79年にOPECより提供された建

設機械を使用してラオス国防軍の施エで実施された｡

ダムの盛立は計画高まで2-紬を残し,中断されており､余水吐は工事中の佼

放水路を改良した架設的なものを使用している｡

現在ダムの問題点としては余水吐施設が架設なものであることと､余水吐放

水路が佐排水路を利用しその後原河川に注いでいる｡余水吐の排水能力は計画

洪水量を下回っており､異常洪水に対しては危険な状態にある｡

また出水期の溢水により余水吐の左右蓬岸の侵食が著しく,このまま放置す

ればダム本体の安全にも影響する可能性があり,農業省も応急的な対策を講じ

ているが,資金的な制約から充分な対策は行われていない｡

ダム上流の北側には分水嶺となる低部があり､この保護堤防についても盛土

は完成されていない｡

現在約4千万m3が貯水されているが､かんがい水路が極く一部しか完成して

いないため,この貯水はかんがいに十分利用されていない状況にある｡

現況のダム施設内容は下記のとおり｡

･ダムタイプ

･堤 高

･堤体標高

･堤 長

･保護堤防

･貯 水 量

･流域面積

･余水吐構造

･最大越流高

･越 流 幅

:アースフィル

18･- 22¶

: EL 185.00-188.05(7n)

1.100 n (500Tbが計画高188.05mより低い)

700 tB

il百万n3

268 kn2

:越流式(バットレス式コンクリート壁)

2.4 Tb

:上幅 46.T A

底幅 29.5Tb

･放 水 量
●･

250Tb3/see

･取水施設 ;取水壌(建設以来約10年を経ている)
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(ii)水路

ダム下流からの水路施設は取水工から下流約3kn程度しか建設されておらずダ

ムの水源を利用していない状況にある｡したがって､水資源の有効利用を図っ

たかんがい農業の実現のために水指網の整備が必要である｡現況における水路

建設状況は下記に示す､幹線水柁が約3.Okm完成しているに過ぎない.

･幹線水路延長

･水 路 幅

･水
深

3 kn

天瑞幅 6 TD

水路底幅 3 TD

l.5-2 Ⅶ く実測)

(3)整備計画

①ナムソングム

ナムソングム整備は余水吐改修を主とし,填体盛土,取水口の改修なども含

めて行うものである｡

a)余水吐改修計画

現在の余水吐構造は架設的なコンクリート壁であり､また放水容量も計画洪

水量を十分に吐けない.従って構造的にも､溌模的にも改修する必要があるo

現在の最大可能放水量は約250n3/see (フIJ-ボードなし)であるが､ 200年

確率の洪水曇は概ね500 Tn3/sec程度の規模の余水吐が必要となる｡

余水吐の構造としては､クレストにゲートを設置して洪水時に貯水池のサー

チャージ貯水を利用するか､ゲートを設けず坊主ダヰによるにより自然調節に

よるものとの 2つの方法が提案される｡ゲートを設置した場合は洪水時のダム

管理が厳しくなる｡しかし､本地区は乾期､雨期がはっきり分かれているので､

ゲート管理に問題を残さなければ､ゲートなしの坊主ダムより､サーチャージ

貯水量を利用しかんがい面積の増大が可能であり､大きなメ() ･yトを生むこと

ができる｡

b)盛土計画

ダム堤体の計画盛土高はEL188.05mであるが､現況では堤長1.100Tb の内550n

がこの高さ以下になっている｡したがって､本整備計画ではダム天端をEい88.

05nまで盛土を計画する｡またダム上流左岸の保護ダムについても同様に盛土を

計画する｡今回のP/F調査によると最大約3TB､平均2n程度の規模である｡
ヽ
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c)取水関連施設の整備

取水施設の取口ゲートは建設されて以来は利用のため操作されていないので

整備点検をし､場合によっては修理の必要があるo

取水されたかんがい用水は,ひ管の出口で余水吐放水路と交差しており､し

かも高さ的には放水路の底が低いため､用水がかんがい水路につながっていな

い｡したがって､ダムの水を利用するには､放水路にゲートを設置し水位を上

げ､ひ管から出るかんがい用水をかんがい水路に導水する必要がある｡ゲート

構造については水位が自動的にコントロールできる転倒式ラバーダムが提案さ

れる｡また､他の方法としてはひ管から川の底を通すサイホンにより,下流水

路へ連絡することもできる｡

ダム上流左岸の取水工架設的なもので､余水吐の改修にともなって満水位を

上げた場合は後者の取水工は改修する必要がある｡

d)貯水池内の水生植物の処理

現在､余水吐及び取水塔の周辺の水面にホテイアオイ等の水生植物が流水と

共に集まってきている｡これは､取水口と余水吐の正常の機能を阻害する恐れ

がある｡改修に当たってはこれらを除去した後､構造物前面にスクリーン等の

保護工を設置し,合わせて将来の防除施設も計画するo

(e)ダム改佳境模

改修後のダム諸元は次のとおりである｡

貯水池

流域面積

常時満水位

低 水 位

有効貯水量

型 式

ダム天端高

余 水 吐

取 水 工

ダム

268 (kth3)

EL 183.85 (TB)

EL 179.35 (Tb)

22.00 (106n3)

均一型アースダム

EL 188.05(n)

ゲートなしシュート型

取水塔
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②水路網の整鹿

現在水路整備はダム下涜において幹線水路約3k7q程度が整備されているにと

どまり､ダムの水源は利印されていない｡計画かんがい対象地域の多くは天水

による雨期作を行っており､かんがい水路が整備されれば,米の二期作をはじ

め乾期の耕作が可能となる｡

かんがい地区は3,000haに及んでいるが整備開発は資金な制約も伴うため､

500
-1.000ba程度の規模による段階開発整備が適当と考えられる

かんがい水路網計画はすでに計画されているので,かんがい網計画のレビュ

ーと段階開発による実施地区のプライオリティを位置付け､まず,最優先地区

の実施計画を樹立する｡

ラオス農業省濯淑局では焼き畑をしている高地農民を移住させるたあの新未

開発地区300ha (ダム下流地区)と国道13号の乗335haを慶先したい計画である｡

特に新規開発地区についてはダム下流3knについて測量も実施しており,緊急

開発地区としている｡上記2地区の水路施設は概ね下記のとおりであるo

かんがい面積

導 水 路

地区内幹線水路

地区内2次水路

: 635 ha

8. 5kTb

12.Okn

: 26.Ok¶

3. S敦盛真昼巷盟

計画の実施機関は､農林省(NAP)に所属する計画･国際協力局､かんがい局および

基盤施設整備局の3局が担当する.計画･国際局は対外折衝及び全体の調整を､か

んがい局は計画の推進を､基盤整備局は事業の実施を担当する｡ラオス国における

農林省の械構図は図-1のとおりである｡
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ヨー1 a:

農林大臣

副大臣

財 務 局

会 計 局

計画国際協力局

農 業 局

土 壌 肥 料局

畜 産 局

農 場･ 局

3.6 調布団の

局 ※

※

※

副大臣 副大臣

か ん が い 居

気象･水文局

基盤施設整備局

農 業機 械局

資 材供 給局

国 際協 力 局

鮮:プロジェクト関係局

副大臣

農業共同組合局

以上ナム･ソンダム改修計画とその水資源を利用するかんがい施設(特に水路網)

整備についてののペたが､ダムが 90%以上完成し､その水源が利用できる状態に

ある本プロジェクトの実施は､ビエンチャン平野の農業開発にとって緊急課題であ

る｡

プロジェクト実施の効果としては､現在不安定な雨期1耕作であるが,安定した

かんがい2期作が可能となり､生産面では雨期1作2.6/haが2期作によりT.0/h

aとなる.将来3.000haのかんがい施設が整備されれば年間13.000TOⅣの増産とな

り､ラオス全体の1%相当の増産となる｡

農業開発プロジェクトでは水源開発が最も乾しく､投資も大きくなるが､本プロ

ジェクトにおいてはダムの投資は小さなため､水路と圃場整府が主になるためこれ

からの投資効果は極めて高いものになる｡

一方､ダムの余水吐は架設的なものであり､異常洪水に対して十分な規模では

なく､危険な状態にあると考えられる｡ダムの決壊は､付近の農地へ災害をもたら

すと共にビエンチャン近郊への被害も予想される｡したがって､緊急に補修改善を

行うことが必要である｡
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A. ∠_呈上西戎域の ⊆+呈丘戯土盛

4.1過旦畳量

ラオス人民民主共和国(ラオス国)は西側をタイ､真価をベトナム,北部で中国と

ミャンマー､南部でカンボジアに餌まれた内陸国で､面積は約23万6.800kn2であるが,

国土の80%は山地及び丘陵地であり,また､国土の 4T%が森林に覆われている｡人口

は 425万人(1991年央)であるが､この様な地勢のため､そのほとんどがメコン河沿

岸の平原部に集中している｡主な産業は耕作農業であり､国民の 80%が農業に携わっ

ており, GDPの約 60% (1991年)を農業部門が占めている｡政府は食糧の自給自足を

達成する事を緊急の課題としており､二期作米耕作を奨励している｡しかしながら､

澄渡施設が十分でなく､米作ははとんどが依然として降雨に頼る天水田で行われ,そ

の生産量は依然として低水準で推移している｡政府は食糧自給を達成するため､天候

に左右されない安定した農業生産を達成すべく,第2次 帥年開発計画(1986-90年)

及び中期開発計画枠組(199ト96年)において農業の近代化､特に生産性向上を目的

とする澄渡設備の充実を図ることを基本日揺としてきているが,未だ達成されておら

ず､今後の課題となっている｡

ラオス国の径済体制が主として自給自足経済で相互依存関係が弱い地域経済が形成

されているため､地域間の交易が殆どなく､輸送水準は未だ低い水準にあり､地方か

ら全人口の10%余り､約48万人が住むビエンチャン首都圏(首那圏)への食糧の大量

供給が期待できないため､政府は首都圏の食糧確保のためビエン河､ナム･グム(Na

7A 〃◆¶)河等の有効活用が不可欠であると判断しているが､メコン河等河川の水位は

雨期と乾期で 7-10
nも変化するため､これに対応できる揚水施設として､河川の水

位の上下に連動し､多量の濯淑用水を揚水することができる､浮体設備(フローティ

ング･ポンプ･ステーション)による小規模濯淑計画を推進してきたo しかしながら､

その設備も-部老朽化が著しく､もはや使用に耐えられなくなっており､新規計画を

優先して､この様な設備のT)ハビT)テーシきンが急務となっている｡

I.2 ラオスt司のう と墓蔓証直

ラオス国における濯淑可能面積は約36万haと言われているが､表-16で見られるよ

うに､その澄渡面積は僅か4%足らずに当たる1万3.300ha (1991年反米作付面積)だけ

であり､前述のとおり米作は天水田が主で､その生産高は天候に大きく左右されてき

た｡ 1g87年には激しい干ばつにより不作に見舞われ､各国の食糧援助を仰いでいる｡
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しかし､近年は澄渡の改良や肥料の利用で100万け台を保っていたか､ユ991年の 5

月- 6月にかけての干ばっ､ 8月の洪水被害などにより､この年の米生産量は対前年

比で約20%減に留まり,国内消真に対して35万rJの不足が生t=るものと見られており,

濯概農業の重要性を再確認させられている.ラオス国の米作状況を真一16に,また､

首都圏の米作状況を衰-17に示す｡

農業森林省では政府の食糧増産､食糧生産の安定化の基本方針を受けて､課題であ

る濯就農地面積の拡大を図るぺく, 1gg5年皮に全国で26.000baを目標に年次計画を策

定し､このためのI)-ビ1)チ-シ亨ンを含む澄渡施設計画を立寡し､推進しようとし

ている｡農業森林省の策定した濯概日棲面積年次計画を表-18に示す｡

義-16 米作状況

全品種米 乾期作米(虐概耕作)

1990 1991 1990 1991

作付面積(1,000ha) 638.3 556.9 12.0 13.3

総生産高(1.00いン) 1.491.5 1,223.4 41.0 43.7

単位面積当り耽量(rJ/ha) 2.35 2.20 2.84 2.81

出所:Basic Statistics in Lao P.D.良., 1991

義-17 ビエンチャン首都圏の米作実績

全品種米 乾期作米(澄渡耕作)

1990 1991 l990 1991

作付面積(ha) 39.417 38.981 6.367 6.481

総生産高(トン) 118,274 100.181 24.099 22.682

単位面積当り収量(”/ha) 3.00 2.57 3./78 3.50

出所:Basic Statistics in Lao P.D.氏.. 1991

義-18 農業森林省の澄渡目棲面積(全国)

年度 1991 1992 1993 1994 1995

濯液面構(ha) 13,325 14.000 18.796 21.115 26.000

出所.･農業森林省 但し､ 1991年皮は実績作付面積､ 1992年度は推定
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l･ 3ヱ旦二地藍色

メコン河は雨期と乾期の水位差が7-1O mあり､乾期におけるビエンチャン平原へ

の虐政用水の供給には､水位の変動に対応できる浮体施設であるフローティング･ポ

ンプ･ステーションの導入が不可欠である. 1991年のメコン何の水位差の例を表-19

に示す.

義-19 ビエンチャンにおけるメコン河の水位変動と降雨量(1991)

月 最高水位(Tn)_ 最低水位(～) 降雨(”)

1 1.88 1.31 0.0

2 1.29 0.87 0.0

3 0.89 0.70 49.3

4 1.82 0.Tl T6.7

5 2.19 0.88 250.0

6 8.12 1.73 67.3

7 8.70 5.10 232.0

8 ll.22 6.22 313.5

9 8.92 7.55 301.0

10 8.01 5.20 31.8

ll 5.90 3.40 0.0

12 3.33 2.ll 9.2

出所:Basic Statistics in Lao P.D.R., 1991

フローティング･ポンプ･ステーションは水位の変動に対応できるという特徴の他,

下記の利点がある｡

①工場で組み立てられ､サイトへ搬入後直ちに使用を開始することが出来る｡

②必要に応じて移動することが出来る｡

③設置にあたって土地を必要としない｡

⑥土木工事を必要としない｡

濯概局及び雇概部担当者によると,この様なフローティング･ポンプ･ステーショ

ンの利点は､メコン河､ナム･グム河沿いのビエンチャン平原において最大限に発揮

されており､今後も上記両河川以外でも､乾斯耕作のための澄渡設備として最適であ

ろうとの事である｡
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l･▲畳撃取塵

首都圏には現在44基のフローティング･ポンプ･ステーションが設置されており､

15基の陸上設置二次揚水ポンプ･ステーションと共に､乾期の澄渡用水の供給の他､

雨期における捕水として利周されてきた｡ポンプ･ステーションは実施機関である農

業森林省濯淑局(澄渡局)が所有し,雇親局の指導下､首都圏慈悲部(濯概部)が運

用している｡各ポンプ･ステーションはメコン河,ナム･ムグ河及びタットルアン(

Thatluang)招から取水して陸上施設へ送水しているが,受水槽や運河網もはぼ整備さ

れており､一部修理の必要な送水管を除けぱ, ■水田へ澄渡用水を供給する施設には問

題がない｡ 1992年現在の首都圏の苦情状況及び澄渡可能面領を表-20に示す｡なお､

濯概可能面積15.200baは全設備が仕様通りの能力を出したときの計画値である｡ 1991

年の実績作付面積は表-1Tに示す通り､ 6.481 haと計画値の二分の一以下となってい

るが､これは主にポンプ･ステーションの老朽化による能力の低下や､故障等の原因

で十分稼働されなかった事による｡

表-20 ビエンチャン首都鰭のポンプ･ステーション(1992年8月現在)

ポンプ

ステーション
台数 ポンプ台数 合言1n?/軽量姦悪駅君

フローティング 44 100 119.400 15.200

固定型二次揚水 15 23 14,000 2.800

出所:農業森林省

4.5庶存フローティング･ポンプ･ステ_二_旦j+乙些 監と艶里

a.遷宮状況

前述の通り,導入されているフローティング･ポンプ･ステーションの実施桟関

は濯親局であり､本局がラオス国の雇概事業全般を担当している.首都圏で使用さ

れている設備については濯淑局が所有し､澄渡局の指導下､濯淑部が運用全般を担

当している｡濯淑部では施設の運転､維持管守及び水料金の徴収を行っている｡運

転はオペレーターがポンプ･ステ-シヲン近くに設置された建物に常駐し,起動､

停止及び日常の点検作業を行っている｡一方､維持管理については､ビエンチャン

市内にある濯淑部の中央怯理工場でポンプ､モーターなど機器の分解検査･修理を

行っており､設備機器の維持管理卓用の一部は農民から徴喫した水料金を充当して

いる｡
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また､雨期の澄渡用水の必要でない時も､フローティング･ポンプ･ステーショ

ンは､陸上送水管との接続部のゴム製可換伸縮継手を外した状態で定位置に係留さ

れて､捕水の必要なときに備えている｡

一方､運河の維持管埋及び配水･水管理等は澄赦部が農民組紙を指導して行って

おり､農民も協力的で特に問題点は報告されていないとの事である｡

b.フローティング･ポンプ･ステーションの導入による効果

乾期において澄渡用水の確保が可能になった小競模澄渡地区では,今まで休耕田

となっていた場所での耕作が可能となり､収穫量が増加するのは当然であるが､制

御された澄渡による水田では,肥料を有効に使用することが出来るため.単位当り

収量が増加し､その効果が加速される｡一方､異常気象による雨期の降雨量不足時

の補給水＼としても､このフローティング･ポンプ･ステーションが有効に利用され

ている｡

また､フローティング･ポンプ･ステーションの導入によって農村の多数の住民

が乾期に就業機会を得ることが可能となっている｡さらに､農作物の増産により農

民のみならず､収穫後処理に携わる分野においても雇用械会の増大が期待できる｡

一方､乾期に運河に水が供給されることで,近隣住民の生活用水が確保され､農

業以外ゐ面でも地域社会に寄与している｡

4.6修理を要する氏存フローティング･ポンプ･ステーシヲン

既に長期間使用された設備の中には修理を繰り返し､ポンプ､モーター､ボンツー

ン共これ以上の修復が不可能となり､取り替えを必要とするものが多くあるoサ添付

”に示すように､澄渡局が作成した調査T)ストによると緊急に何らかの処置が必要な

ステーションが19箇所あり､これらの合計定格吐出量は4万Th3/hとなり､約5.000ha

の水田の藩渋が可能である｡この19箇所の内､フローティング･ポンプは11箇所で王挺

り替えが必要となっている｡取り替えが必要なサイトを表-21に示す｡
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表-21取り替えが必要なフローティング･ポンプ･ステーション

ステーション名 ポンプ台数 一台当り
モーター出力(hp)

ワッタイ(Yattai) A 150

オブマウン(OupNomg) 1 100

ノンボト■ン(NongBothong) 1 100

ドンバンジャン(DongBanXiaug) 2 40

ビエ.ンカム(Vienkha珊) 4 150

ターナ(ThaNa) 31) 100

J<ウホム(BauHon) 2 125

シタンタイ(Sithantai) 1 Ⅰ25

ティンビア(ThinPhia) 22) 125

ナ^イ(Na甘ay) 33) 125

/ンハイ(NongHal') 1125

出所:ビエンチャン首都圏澄渡部

注 : 1)現在125hp l台設置,澄渡面積増加のための取替時には 2台追加が必要

2)現在125hp l台設置､感激面積増加のための取替時には1台追加が必要

現在125hp 2台設置､濯淑面積増加のための取替時には1台追加が必要

上記フローティング･ポンプの他､二次絹水設備である固定式ポンプ･ステーシヲ

ンも同様に老朽化し 4箇所で早急な取り替えが必要となっている｡取り替えが必要な

サイトを表-22に示す｡

義-22 取り替えが必要な二次ポンプ･ステーション

ステ-シぎン名 ポンプ台数

モ_潤(h,)
ドンナソ･タク(DongNasok) 2 100

ホンゼン(FongXengⅡ) 47i 100

ヒエアクア(HugXbua) 2 100

バンソック(BanSok) 2 40

出所:ビエンチャン首都圏澄渡部

注 : 1)現在100hp 3台設置､澄渡面積増加のため取替時には1台追加が必要
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洩り 4箇所ほポンプ､モーターの分解･点検手入れが必要で,按理部品が必要とな

ろうo また､プライミング･ポンプや配管中のフート弁､逆止弁等の送水装置の附属

品､モーター起動盤等電気装置の取り替えも必要である｡低理が必要なサイトを真一

23に示す｡

義一23 接理か必要なポンプ･ステーション

ステーション名 ポンプ台数 一台当り
モーター出力(hp)

主要修理箇所

ノンデュアン(NongDuang) 1 25 ボンツーン

ハットキエン(HatKieng) 3 125 起動盤他

ラットクアン(LatXhtJay) 1 100 電気部品

ホントン(:ongThong) 4 150 ポンプ他

出所:ビエンチャン首都圏藩淑部

4. 7旦土_上_監査

本計画の対象となる1)ハビリテーシヲンが必要なサイトの現状調査の他､ラオス国

におけるフローティング･ポンプ･ステーションによる濯概の現状を把握するため以

下の 4箇所のサイトを調査した｡

a.ワッタイ ポンプ･ステーシ亨ン,ビエンチャン首都圏

(Yattai Pump Station. Vientiane Municipality)

首都圏のワッタイ･ポンプ･ステーションはビエンチャン市内に位置し､メコ

ン河本流から揚水して､内陸部の二次揚水ポンプに送水し､ビエンチャン郊外の

水田約1.700haを濯離するために設置されており､本計画の対象となっている改

膚である｡設備の併要は下野の虐りである｡

型 式 :浮体型謹淑設備

台 数 : 1台

･ifンプ台数: 4台

ポンプ仕様:電動渦巻ポンプ､ 1.200mき/hX150hp (一台当り)
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調査時は雨期で十分降雨量があったため､ポンプは運転されていなかったが､

雇池部の担当者によれば､浮休(ボンツーン)
､ポンプ､電動モーターや起動盤

等すべて老朽化が著しく､運転できる状態ではなく､もはや部品の取り替え等に

よる怯復は不可能との事である｡また､このステーションのボンツーンはラオス

国国内で製作した物であるが,安定性を考慮していなかったため､送水時に傾い

て送水管との接続箇所に問題を生じている｡また､係留装置も上流側からの鋼第

一本によるもので､後は涜れに任せており極めて不安定な状態である｡

一方,陸上設備の受水槽及び二次揚水ポンプへの送水路は問題無いが､ポンプ

から受水槽への送水管の支持装置が適切でなく､改良する必要がある｡

b.カオリアオⅠ ポンプ･ステーション,ビエンチャン首都圏

(Eaoliao I PuTRp Station. Vientiane Municipality)

このポンプ･ステーシ言ンはワ･7タイ･ポンプ･ステーションの上流にありビ

エンチャン郊外の水田約150haを濯赦する旨的で設置されている｡これは今回の

計画の対象となっていないがメコン委員会のラオス国メコン虐政計画第一期とし

て1982年皮に導入された13ステーションの内の典型的なものである｡設備の概要

は下記の通りである｡

型 式 :浮体型漕淑設備

台 数 : 1台

ポンプ台数: 2台

ポンプ仕様:電動渦巻ポンプ, 1.000n3/hXIOOhp (一台当り)

本設備は導入後10年を経過して既に老朽化しつつあり､澄渡部による整備で辛

うじて乾期の運転が行われている｡受水槽及び主運河は問題ないが､ポンプから

受水槽への送水管の取り替えが必要であり,また,その支持装置を改良する必要

がある｡

c.タットマラ ボンプ･ステーシヲン､ビエンチャン県トウラコン郡

(That Nala Pump Station. Toulakhon District. Vientiane Province)

このポンプ･ステーションは首都圏北部に位置し,ナグ･ムグ河から揚水して,

付近の水田約500baの水田を漕赦する目的で計画され､_受水槽及び運河など陸上

設備が1g89年に完成したものである｡濯叔面積に見合ったフローティング･ポン

プが調達できないため､佼に′J､容量のものを設置して乾期に送水している｡設備

の概要は下記の通りである｡

- 27 -



型 式
.･浮体空港粧設備

台 数 : 2台

ポンプ台数:各浮休に1台

ポンプ仕様:電動渦巻ポンプ､ 6001n3/hX40hp (一台当り)

運河など陸上設備は完成後日が浅いため全く問題なく､後は澄蔽面積に見合っ

たポンプの設置が待たれる｡

a.シコウンマウン ポンプ･ステーション､ビエンチャン県トウラコン郡

(sikhounmuang Pump Station. Toulakhon District. Vientiane Province)

このポンプ･ステーションはタブト･マラ･ポンプ･ステ-シ=ンの_t涜に位

置し､やはりナグ･ムグ河から取水し､付近の水田約1.000haを澄渡しようとす

るものである｡現在計画中で工事はまだ行われていないが､既にポンプ･ステー

ション､受水槽の設置場所やだ管要領も決定しており,運河など陸上設備の設計

は惑淑局で完了して､予算措置を講じている段階である｡

4. 8里査旦旦鹿且

食糧の自給自足と食糧生産の安定化を緊急の課題としているラオス国にとって濯池

による乾期の食糧増産と雨期の捕水は不可欠となっている｡特にビエンチャン首都圏

では交通事情が悪いため,地方からの米穀の大量供給が期待できず､ビエンチャン平

原で首都圏の食糧を確保する必要がある｡漕波面構の増加を目標としている漕艇局は､

新規計画の案件の推進に重点をおいているが､一方では既設設備のT)ハビT)テーショ

ンが急務となっており､この対策を緊急課題として検討している｡

フローティング･ポンプ･ステーションの導入により乾期における耕作農業が可能

になるばかりでなく,制御された濯淑下では肥料を有効に使用することが出来るため､

単位当り収量が飛躍的に増加している｡また､乾期に運河に水が供給されることで近

隣住民が生活用水の一部として利用することができ､地域社会にも貢献している｡

本計画の対象である首都圏の既設設隔19箇所は,受水槽や運河桐も完備しており､

老朽化したフローティング･ポンプ･ステーション及び一部サイトに設置されている

陸上設置二次揚水ポンプを取り替え･佳復する事で､すぐにも澄渡揚水盲供給できる

状態にあり､この地域での二期作化による食糧生産確保のためにも早期の実現が望ま

れる｡

1本計画による1g箇所のポンプ･ステーションのr)ハビr)テーションで合計定格吐出

量, 4万Tn3/hを確保する事ができ､ ･これで約5,000haの水田の濯淑が可能である｡
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一方､本計画によるポンプ･ステーションの取り替え･修復工事の規模が大きくな

るため､第一期､第二期に分けて実施されることが望ましい.第一期,第二期の工事

案を添付｢ビエンチャン首都圏の取り替え･接復が必要なポンプ･ステーション+に

示す｡

フローティング･ポンプ･ステーションの取り替えに際しては､その効率を最大限

発揮させるために､維持管理のための技術指導が不可欠であり､指導員派遣いよる教

育･訓練を実施する必要があろう｡

- 29 -



添 付

1. 第一期(1)

LA)
⊂)

ビエンチャン首都圏の取り替え･修復が必要なポンプ･ステーション

ステーション名 ポンプ台数 I-ター出力
1台当たり

hp 節
濯淑面積

ha

水源 修復が必要な箇所と処置

ワッタイ

(Yattai) 4 150 1.200 f[.Xengへ

送水

メコン

ポンプ､モ-ター､ボンツーン､

起動盤の修復､全体取り替え

オブマウン

(OupMouJlg) 1 loo 1.000 ”.Duangへ

送水

メコン
ポンプ､モーター,ボンツーン,
起動盤の怯復､全体取り替え

ターナ

(ThaNa) 3= 100 1.200 200 メコン
ポンプの修復､潤概面積に対しポ
ンプ容立不足､ポンプ3台とし全
体取り替え

′ヾンホム

(BanHoTn) 2 125 1.200 230 メコン

ポンプ､モーター､ボンツーン､
起動盤の惨復､全休似り替え

シタンタイ

(Sithantai) 1 125 1.200 150 メコン

ポンプ,モーター,ボンツーン,

超勤盤の修復､全体取り替え

ティンビア

(ThinPhia) 22) 125, 1.200 100 メコン
ポンプ､モーターの修復とポンプ
容圭不足､ポンプ2台とし全体取
り替え

ナハイ

(Na虻ay) 33) 125 1.200 300 メコン
ポンプ､モーターの略綬とポンプ
容丑不足､ポンプ3台とし全体取
り替え



1. 第一期(2)

Lj)
トー

ステーション名 ポンプ台数 t一卜出力
1台当たり

hp l#iyil=%DiTq3/h

濯淑面積
ha

水源 修復が必要な箇所と処置

ドンナソック

(DongNasok) 2 100 1.000 300 Kaoliao-I

より

ポンプ､モーター､起動盤の怯役
上記組立完備品取り替え

ホyゼンn

(HongXengtl) 41) 100 1.000 1.loo Yattaiより
ポンプ,モーター,起動鑑の接岸
上記組立完備品取り替え

ノンデュアン

(NongDuang) 1 25 400 80
ボンツーン､屯線の怯綬､ボンツ

-ン惨理､電線取り替え

ハ17トキエン
(JlatKieng) 3 125 1.200 200 ナム･グム

ポンプ継手,プライミング･ボン
プ､配電姫,起動躯､ボンツーン

の按傾､機器取り替え,ボンツー
ンの怯理

ラ･yトクアン

(LatEhuay) I 100 1.000 100 ナム･グム
電気部品,電線の怯役､部品取り
替え

ホントン

(tlongThong) 4 150 1.200 300 メコン

ポンプ､モーター,弁頬､プライ

ミング･ポンプ､起動盤､屯線の
俵復､･機器分解･点検･整備､
部品取り替え

出所:ビエンチャン首都圏濯叔部

注:1)現在125hp l台設置､瀧淑面積増加のため取り替え時には

2)現在125hp l台設置､瀧淑面積増加のため取り替え時には

3)現在125hp 2台設置､感激面積増加のため取り替え時には

4)現在100hp 3台設置､瀧淑面積増加のため取り替え時には

2台追加が必要

1台追加が必要

1台追加が必要

1台追加が必要



2.第二期

tJ)
”

ステーション名 ポンプ台数 トト出力
l台当たり

hp

ポンプ容量
1台当たり

m3/h

港離面積
ha

水源 修復が必要な箇所と処置

ヒュアクア

(uuaKhua) 2 100 1.000 300 Thatluang

スワング

ポンプ,モーター､起動鮮の怯復
上記組立完備品取り替え

バンソ･yク

(BanSok) 2 40 600 200 Thatluang

スワング

ポンプ,モーター,起動盤の修復
上記組立完備品取り替え

/ンボトン

(NongBothong) 1 100 I.000 200

ポンプ､モーター､ボンツーン､

起動盤の修復､全作取り替え

ドンバンシi･ン

(DonBanXiang) 2 40 600 200 Thatluang

スワング

ポンプ､モーター､ボンツーン､

起動準の修復,全体取り替え

ビュンカムⅠ

(Vjenkhapll) 4 150 1.200 500 ナム･グム

ポンプ､モーター､ボンツーン､

起動盤の修復､全休取り替え

ノンハイ

(Non%Eai) 1 125 1.200 150 Thatluang

スワング
表義表こ墨壷晶云i菱蒜:ツ-ン､
全体取り替え

出所:ビエンチャン首都圏濯淑部



5.畳査左足

日数

日程表

年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1

2

3

4

5

6

T

8

H.4.8.2(日)

H.4.8.3(月)

I.4.8.4(火)

tI.4.8.5(水)

E.4.8.6(木)

‾H.4.8.7(金)

a.4.8.8(土)

E.4.8.g(日)

成田

八一乃ケ

t'ェンわン

^'nク

lt'nケ

t'ェンチ†tJ

t'ェ〃け

成田

八●ンコク

t'ェ'Jチャン

”

〟

”

”

八●乃ク

出国

澄渡省訪問,現地調査

大使館訪問､資料収集

現地調査

澄渡省訪問､資料収集

農業森林省官房訪問

資料整理､移動

帰国

ー 33 -



6.直皇畳且j__上_

安藤 茂美 特命全権大使

大豆生田 清志 氏

Mr. Langsy Sayvisith

Nr. AloTR Thavonsouk

Nr. Sivath Sonethavy

Nr. Pthetsuavong Bonpha

Mr. Phalasack Pheddara

朋T. Vanma】a Sinasone

ラオス人民民主共和国駐在

在ラオス日本国大使館二等書記官

Director. Department of Irrigation.

Ministry of Agriculture and Forestry

Deputy Director of Cabinet. Ministry

of Agricultロre and Forestry

Deputy Director. Senior Irrigation

Engineer. Depart7bent Of Irrigation.

Ministry of Agriculture and Forestry

Deputy Director. Senior lrrigation

Engineer. Department of lrrigation.

Ministry of AgriculttJre and Forestry

Deputy Director. Institute of Irriga-

tion and Nicrohydropoyer. Ministry of

AgriculttJre and Forestry

Irrigation Engineer, Irrigation Divi-

写ion. Department of Agriculture and

Forestry. Vientiane Muncipality
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7.蜘

(1)ラオス､ビエンチャン､ナムソン各プロジェクトサイトの1/50,000及U'

1/250,000地形図

(2)ナムソンダム及び澄渡計画図面

(3) BASIC STATISTICS (abotJt the socio-economic developTnent in the Lao

P.D.E.)

(4) ⅣAM SOUNG IRRIGATtON PROJECT (LAO P.D.R.)
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